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１　伊勢志摩サミット概要
（１）概　要

米国　オバマ大統領

英国　キャメロン首相

ドイツ　メルケル首相

ＥＵ　ユンカー欧州委員会委員長

フランス　オランド大統領

イタリア　レンツィ首相

ＥＵ　トゥスク欧州理事会議長

Ｇ７首脳の到着
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神宮附属幼稚園の園児と一緒にＧ７首脳を出迎える安倍総理

カナダのトルドー首相 を出迎える安倍総理 宇治橋を渡る米国のオバマ大統領と安倍総理

正宮前で記念撮影

ドイツのメルケル首相を出迎える安倍総理

伊勢神宮訪問
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記念植樹

伊勢神宮内宮神苑前でＧ７首脳及び知事による記念植樹

植樹のお手伝いをする南勢志摩地域の小学生
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セッション１　ワーキング・ランチ

テーブルを囲んでの記念撮影

歓談する首脳

安倍総理によるプレゼンテーション 自動走行車

サイドイベント　自動走行車・燃料電池自動車のプレゼンテーション
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歓談する首脳

志摩観光ホテル ザ ベイスイート　屋上庭園で記念撮影

案内する安倍総理 英虞湾を眺める首脳

英虞湾を背景に記念撮影
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セッション２

テーブルを囲んでの記念撮影

議論する首脳

サイドイベント　日本EU経済連携協定（EPA）に関する共同ステートメントの発出

意見交換する首脳
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総理夫妻主催カクテル

ドイツのメルケル首相夫妻と安倍総理夫妻 カナダのトルドー首相夫妻と安倍総理夫妻

サイドイベント　テロと文化財

セッション４　ワーキング・ディナー

ワーキング・ディナーでテーブルを囲む首脳

テロリストによる文化財破壊・
不正取引へのカウンターメッセージ
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セッション５

テーブルを囲んでの記念撮影

歓談する首脳

意見交換する首脳
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アウトリーチ会合

歓談する首脳

議論する首脳

Ｇ７首脳及びアウトリーチ首脳による会合
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Ｇ７首脳及びアウトリーチ首脳記念撮影

志摩観光ホテルの庭園でＧ７首脳及びアウトリーチ首脳の記念撮影

歓談する首脳

議長国会見を行う安倍総理

議長国会見
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総理夫人主催昼食会

料理でおもてなしをした県立相可高等学校食物調理科の生徒の皆さんと記念撮影

食事を楽しむ配偶者

神宮附属幼稚園の園児による出迎え

三重県産食材をふんだんに使った料理

宇治橋を渡る配偶者

伊勢神宮訪問

（２）配偶者プログラム
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ミキモト真珠島訪問

海女と交流する配偶者

真珠採取体験

伊勢音頭を踊る配偶者

真珠博物館の見学

ミキモト真珠島で記念撮影
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記念植樹

植樹された木の前で記念撮影

志摩観光ホテル内の庭園で志摩市立神明小学校の児童と記念植樹

総理夫人主催夕食会で乾杯する配偶者

総理夫人主催夕食会
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P2から15までの写真：外務省提供

国際メディアセンター視察

国際メディアセンターに到着した配偶者

伊勢茶の手もみ実演の視察（三重情報館）

三重情報館で鈴木知事によるあいさつ

ブラインドサッカー体験

電動車椅子試乗

車椅子バスケットボールの視察

伊賀くみひもの実演の視察（三重情報館）

竹あかり制作
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P16の写真：（株）近鉄・都ホテルズ提供

■ 志摩観光ホテルのスタッフの皆さん ■

伊勢志摩サミットの会場となった志摩観光ホテルでは、近鉄・都ホテルズの総力を結集すべく、全国の都ホテルズ
＆リゾーツからスタッフを招集し、合わせて約300人体制で各国首脳をお迎えした。

ワーキング・ランチ準備

首脳会議　コーヒーブレイク準備

和食チーム

ワーキング・ランチ準備

樋口総料理長と洋食チーム

ザ クラシック 代表団レストランチーム
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２　伊勢志摩サミット三重県民会議の取組等
（１）誘致から開催決定

誘致活動

開催決定

2016年みえ伊勢志摩サミット関係閣僚会合
誘致推進協議会設立総会
※後に、2016年みえ伊勢志摩サミット
　誘致推進協議会に改称

菅内閣官房長官への要望書

開催決定の発表を受けての知事会見（平成27年６月５日）
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（２）伊勢志摩サミット三重県民会議の取組
① 開催支援

県産食材等の利用促進

首脳会議、配偶者プログラム、国際メディアセンターにおいて、多くの県産食材等が活用された。

首脳の食事で提供された にぎり寿司
松阪牛フィレ肉炙り他※1

首脳の食事で提供された鮑のポワレ※1

首脳及び配偶者が装着した真珠のラペルピン※２

首脳の食事で提供された
伊勢海老クリームスープ※1

首脳の食事で提供された松阪牛フィレ肉※1

首脳ワーキング・ディナー及び総理夫人主催夕食会
乾杯用酒盃(四日市萬古焼) ※３

P18の写真：※１は外務省提供、※２は三重県真珠振興協議会提供、※３は醉月陶苑提供
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弁当供給体制の整備

警備、消防、医療、現地スタッフ等に対し、県産食材を活用した安全・安心かつ美味しい弁当を供給する体制

を整備した。

外国語案内ボランティア

サミットの取材で三重県を訪れる外国人報道関係者の方々をおもてなしの心で歓迎し、円滑な取材・報道活動

を行っていただくため、外国語案内ボランティアが外国語による移動・滞在・観光等の支援を行った。

三重まんさい弁当
（（株）ローソン）

三重味わい幕の内弁当
（（株）セブン-イレブン・ジャパン）

外国語案内ボランティア結団式（平成28年５月15日）
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語学研修

国際メディアセンター内「観光・交通案内デスク」

第２回住民懇話会（賢島）

接遇研修

津なぎさまち高速船旅客ターミナル

志摩市鵜方児童館
「おまわりさん　みまわり　ありがとう」

インフォメーション機能の整備

海外報道関係者の移動・滞在・観光等の支援を行うインフォメーションを設置した。

住民への情報提供

警備等の情報提供を行うため住民懇話会等を実施した。
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伊勢志摩サミット開催記念セミナー及び
伊勢志摩サミット開催レセプション　～三重へのいざない～

駐日外交団、駐日商工会議所、外国プレス等を対象に、三重の魅力を伝えるとともにサミットの開催機運を盛

り上げるため、外務省飯倉公館でセミナーとレセプションを開催した（平成27年10月27日）。

セミナーでのトークセッション

赤福茶屋にて

トークセッションに参加いただいた（左から）
片山右京さん、井原慶子さん、鈴木亜久里さん

セミナーでの鷹司神宮大宮司と鈴木知事の対談

岸田外務大臣あいさつ
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鏡割り 鏡割り

安倍総理からのビデオメッセージ 鈴木知事あいさつ

和楽器演奏及びパフォーマンス（AUN-J） 荷物にならない伊勢みやげ「伊勢音頭」

赤福茶屋 マクラーレンホンダのＦ１マシン（展示車）
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日本酒の試飲 伊勢茶の提供

相可高等学校生による料理の提供 会場の様子

伊勢形紙の実演伊賀くみひもの実演

小型旅客機ＭＲＪの1/20の模型展示 先端技術の展示
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オブジェ展示

各国先遣隊歓迎夕食会

来県する各国先遣隊（本国政府の関係者がサミットの準備状況確認のため来県するもの）に対し、三重の食材

を生かした料理や酒、伝統芸能等の披露等によるおもてなしで慰労するとともに、三重の魅力を発信し、本国に

伝えていただくことを目的に夕食会を開催した。

団長への記念品ホストである植田副知事から団長へ記念品贈呈

ホストである石垣副知事のあいさつ
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会場の様子

懇談の様子

会場前でのイーゼル展示

華の装飾（池坊津支部）
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華の装飾（草月会三重県支部）

コーヒーの提供（味の素ゼネラルフーヅ（株））

華の装飾（真生流いけばな家元目代爪橋靜華）

日本酒コーナー
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十二単及び束帯の衣装（小林豊子きもの学院近畿本部） 

御所人形（人形作家　榎並孝子さん）

子供奉曳車（黒瀬町自治会）

恵利原早餅つき（恵利原早餅つき保存会）

 桑名の千羽鶴（めがね工房ごうじ）

磯部楽打ち（神童会）
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尾鷲節（尾鷲節保存会） 

木遣り（伊勢神宮奉仕会青年部）

雅楽の演奏（皇學館大学雅楽部）

鈴鹿墨を使った書道パフォーマンス（鈴鹿墨 進誠堂） 
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テープカット

国際メディアセンター完成式及び完成記念祝典

国際メディアセンター完成式を外務省及び県民会議の共催で開催するとともに、国際メディアセンターの完成

を祝し、伊勢志摩サミットの開催を県内外に発信するための国際メディアセンター完成記念祝典を県民会議主催

で開催した（平成28年５月22日）。

完成式での菅内閣官房長官あいさつ 完成式での鈴木知事あいさつ

三重情報館内覧
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三重情報館内覧

「ＴＩＭＥ」披露後の様子

会場装飾

完成記念祝典での鈴木知事あいさつ

（公財）日本太鼓財団の太鼓リハーサル

鏡開き

平井堅氏による伊勢志摩サミット
応援ソング「ＴＩＭＥ」の披露
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三重のおもてなしバッグ

国内外報道関係者及び各国政府代表団の方へ、県民のおもてなしの心と歓迎の意を表すとともに三重の持つさ

まざまな魅力を伝えるため、三重県及び伊勢志摩の広報資料セット、県内観光施設・文化施設の入場券、事務用

品やお菓子類など全15品目を組み合わせた「三重のおもてなしバッグ」を編成し、配布した。

【内容】 『三重県及び伊勢志摩の広報資料セット』
　◯ 広報資料セット

『県内観光施設・文化施設の入場券』
　◯ 鈴鹿サーキット［（株）モビリティランド協賛］
　◯ 伊勢・安土桃山文化村［（株）伊勢・安土桃山文化村協賛］
　◯ 鳥羽水族館［（株）鳥羽水族館協賛］
　◯ 伊賀流忍者博物館［（一社）伊賀上野観光協会協賛］
　◯ 三重県総合博物館、斎宮歴史博物館、三重県立美術館［三重県提供］

『地元自治体提供品』
　◯ 海女の魔除け印ハンカチ［鳥羽市提供］

『事務用品等』
　◯ uni‐ball Signo 307 ［三菱鉛筆（株）／第一工業製薬（株）協賛］
　◯ ポストイット強粘着モバイルメモ［スリーエム ジャパン（株）協賛］
　◯ アエルマスク［亀山製絲（株）協賛］
　◯ G2TAMコインおしぼり［（株）ピーキューテクノ協賛］

『飲食物等』
　◯ ベビースターラーメン［（株）おやつカンパニー協賛］
　◯ おにぎりせんべい［（株）マスヤ協賛］
　◯ 〈煎〉レギュラー・コーヒー［味の素ゼネラルフーヅ（株）協賛］

『その他』
　◯ 三重交通バス全線無料乗車証［三重交通（株）協賛］
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贈呈品

各国首脳等に歓迎の意を表し、三重県への訪問を長く記憶に留めていただくため、三重県ゆかりの品をウエル

カムメッセージとともに、外務省を通じて贈呈した。

カップ＆ソーサー カップの裏印ソーサーの裏印

Ｇ７首脳へ贈呈したカップ＆ソーサー（ペア）

【ラッピング】
・ 木箱（三重県産杉材）
・ 飾り紐（伊賀くみひも）
・ 中袋（伊勢木綿）
・ 風呂敷（松阪木綿）
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アウトリーチ首脳へ贈呈した文箱＆ボールペン

文箱（三重県産檜・杉）の組子（輪継ぎ）

【ラッピング】包み紙（伊勢紙）／飾り紐（伊賀くみひも）／風呂敷（伊勢木綿）

ボールペン（真珠付き）
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贈呈品とともに首脳へ贈った知事のウエルカムメッセージ

外面

伊勢形紙文様（三重の四彩）

コアウッドの置時計（米国　オバマ大統領）

民芸品の布地（インドネシア　ジョコ大統領）

銀のトレイ（フランス　オランド大統領）

象の置物（スリランカ　シリセーナ大統領）

サミットに参加した米国、フランス、アウトリーチ国のインドネシア、スリランカの首脳から、三重県知事
に贈呈品が贈られた。

・フレーム（尾鷲ヒノキ（FSC認証材）） 
・メッセージ（伊勢紙）
・写真（上：伊勢神宮、下：賢島）
・伊勢形紙　※文様をレーザー彫刻
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各国首脳等と県民との交流　～「世界との絆づくり」～

伊勢志摩サミット開催中に来県される各国首脳等に県内市町や大学を訪問していただき、姉妹都市関係、大学

間協定をはじめとする歴史、文化、教育、産業等のつながりを踏まえた県民との交流「世界との絆づくり」を実

施した。

フック首相、ベトナム閣僚と鈴木知事ほか（伊勢神宮） ベトナム閣僚の歓迎（松阪市）

伊勢神宮に到着したベトナムのフック首相 鈴木知事の案内で参道を歩くフック首相（伊勢神宮）

ベトナム閣僚の松阪木綿の着物体験（松阪市） 英国首相同行プレスと雅楽部学生との交流（皇學館大学）

石垣副知事の案内で参道を歩く
グリアOECD事務総長（伊勢神宮）

真珠の説明を受ける
ラガルドIMF専務理事（ミキモト真珠島）
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伊勢志摩サミットフォーラム

県民の皆さんとともに、サミットが開催されることの意義や美しい自然、豊かな文化に恵まれた伊勢志摩の魅

力への理解を深め、サミット開催に向けた県民総参加の取組について考えるため、３回の伊勢志摩サミットフォー

ラムを開催した。

② おもてなし

第１回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成27年９月５日　志摩市磯部生涯学習センター）

滝崎成樹氏（外務省大臣官房伊勢志摩サミット・
広島外相会合準備事務局長）の講演

第２回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成28年１月16日　鈴鹿医療科学大学）

中村好明氏（（株）ジャパンインバウンド
ソリューションズ代表取締役社長）の講演

第３回伊勢志摩サミットフォーラム
（平成28年４月16日　三重県総合文化センター）

平井堅氏と知事とのクロストーク
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おもてなし大作戦

サミット開催にあたって三重県を訪れる方々に歓迎の意を表現するとともに、一人でも多くの県民の皆さんが

来訪者歓迎に関わることにより、サミットに向けた機運醸成や参加意識の向上を図るため、県民参加型の「おも

てなし大作戦」を実施した。

「おもてなし大作戦」は、「クリーンアップ作戦」と「花いっぱい作戦」の２つの取組で構成し、両取組を連携

させて展開することで、おもてなしに向けた県民運動の一体感を醸成するとともに、運動の訴求力と発信力の向

上を図った。

「おもてなし大作戦」キックオフイベント（平成28年２月14日　志摩市阿児ふるさと公園）

志摩市中心部

名張川（名張市） 七里御浜海岸（熊野市）

■ クリーンアップ作戦 ■

各市町や自治会をはじめ、企業、団体等による全県的な「クリーンアップ作戦」の展開を図った。
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近鉄鵜方駅前（志摩市）

津なぎさまち高速船旅客ターミナル（津市）

鳥羽駅周辺（鳥羽市）

県営サンアリーナ周辺（伊勢市）

「花いっぱい作戦」スタートセレモニー（平成28年４月２日　桑名市総合福祉会館）

■ 花いっぱい作戦 ■

各種団体（NPO、ボランティア、サークル等）、個人、学校、市町、自治会、生産者、企業等多様な主体の活動を
「花いっぱい作戦」として集約することで、４月から５月下旬までの開花・飾花をめざして活動を行った。
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カウントダウンボードを活用したPR

サミット開催の周知及び期待感を高めるため、主要駅、県庁、各市町等にサミット開催までの残日数を示すカ

ウントダウンボードを設置した。

ノベルティを活用したPR

多様な対象者や使用場面に応じた各種PRツールを作成し、県内外における節目イベントや各種会議等におい

て配布した。

県庁カウントダウンボード除幕式
（平成27年11月４日）

外務省カウントダウンボード除幕式
（平成28年１月８日）

近鉄名古屋駅に設置されたカウントダウンボード

作成したノベルティ（一部）

【種類】
・ポストカード
  （日本語・英語・フランス語・イタリア語）

・ウェットティッシュ
・クリアファイル（2種類）
・ポチ袋
・手提げ袋（紙製）
・ビニールバッグ
・風船
・ICカードステッカー
・みえックスキャンディ
・伊勢志摩サミットWAON
・ご当地キャラクターシール

イオンモール東員　カウントダウンボード除幕式
（平成27年11月８日）
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2016年ジュニア・サミットin三重　平成28年 4月22日から28日まで

Ｇ７各国から15～18才の若者28名が集まり、「次世代につなぐ地球～環境と持続可能な社会」をメインテーマ

として議論を行い、その結果を、成果文書『桑名ジュニア・コミュニケ』にとりまとめ、安倍総理に提出した。

また、県民会議では、開催期間中、体験・交流行事など、ジュニア・サミット参加者が三重県の魅力に触れる

とともに、三重県の子ども達と交流する行事を企画・実施した。

■ 開会式 ■

■ 討議に資する視察 ■

開会式での記念撮影（桑名市）※１

赤須賀漁業協同組合の視察（桑名市）

四日市公害と環境未来館の視察（四日市市）※１

③ 明日へつなぐ
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■ 体験・交流行事 ■

■ 成果発表 ■ ■ 総理表敬訪問 ■

■ 桑名市交流行事「KUWANA NIGHT」 ■

NTN（株）先端技術研究所の視察（桑名市）※１

御在所岳（菰野町）

桑名石取祭の祭車見学（桑名市）※１

まごの店（多気町）

伊賀流忍者博物館（伊賀市）

成果発表

いつきのみや歴史体験館（明和町）

各国代表による総理表敬訪問※１
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送別レセプションでの記念撮影※２

日本代表による知事表敬訪問

■ 送別レセプション ■

■ 日本代表参加者 ■

P40から42までの写真：※１は2016年ジュニア・サミットin三重事務局提供
※２は桑名市提供　　　　　　　　　　　    　　　
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多様な主体における国際理解・国際交流事業

伊勢志摩サミット開催を契機に、参加国について学ぶ機会を設け、県民の皆さんのサミット開催に向けた機運

やおもてなしの心を醸成するとともに、学校や市町、民間企業・団体等、多様な主体が、国際理解・国際交流を

深めること、特に、次世代を担う子ども達にとって国際的な視野や感覚を身に付けるきっかけとなることを目的

とした事業を実施した。

「国際理解・国際交流プログラム」
（大台町立三瀬谷小学校）

外務省事業「イチからわかる！サミット塾」
（県立上野高等学校）

「伊勢志摩サミット国際理解講演会」
（津市立南が丘中学校）

紀北町で開催された「第10回子育て応援！わくわくフェスタ」
（平成27年11月14日、15日）

多くの来場者による協力で作成した
サミット開催までのカウントダウンボード
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2016大学生国際会議in三重　平成28年８月31日から９月３日まで

サミットの開催成果を確かな資産として「明日へつなぐ」ため、県外大学生や留学生53人が三重に集い、県内

高等教育機関の学生や留学生23人と共に、サミットに関係するグローバルなテーマ等について討議を行う大学生

版のサミットを開催した。

■ 参加者記念撮影 ■

会場の神宮会館で記念撮影

伊勢神宮内宮訪問 伊勢神宮神田の視察

■ 討議に資する視察等 ■
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■ 討　議 ■

相賀浦区住民と大漁旗作成（南伊勢町）

討議Ⅰ

干物づくり体験（南伊勢町）

総括討議

みかん摘果作業の視察（南伊勢町）

討議Ⅱ

横山展望台（志摩市）

学生からの提案に対する知事コメント
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④ 三重の発信
ホームページでの情報発信

（株）FIXERがホームページを構築・運営

英語版HP

日本語版HP
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ポスターによるPR

サミット開催への期待感と県民会議の基本方針である「おもてなし」「三重の発信」「明日へつなぐ」への県民

の皆さんの機運の醸成を図ることを目的に、伊勢志摩サミット三重県民会議公式ポスターを第１弾から第５弾ま

で制作した。

第１弾　サミット開催の告知
　　　   （平成27年７月〜）

第２弾　県民会議シンボルマークの決定
　　　   （平成27年10月〜）

第１弾　サミット開催の告知（英語版）
　　　   （平成27年７月〜）

第３弾　サミット開催に向けてのおもてなしの心
　　　   （平成27年12月〜）
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第３弾ポスター　最優秀賞　家田幸奈さん 第３弾ポスター表彰式

第４弾ポスター　最優秀賞　積木孝典さん 第４弾ポスター表彰式

第４弾　三重から世界へ（三重の魅力の発信）
　　　   （平成28年３月〜）

第５弾　明日へつなぐ
　　　    （サミット終了後）

■ デザインの公募 ■

第３弾及び第４弾のポスターは公募とし、選考委員会による審査・決定を経て制作した。
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シンボルマークの制作者　近藤敦也さん シンボルマーク発表(平成27年10月13日)

シンボルマーク

三重県全体が一体となり、サミット開催に向けた活動を盛り上げていくために、県民会議の活動を象徴する

マークとして、シンボルマークを制作した。企業・団体・個人の皆さんにシンボルマークを様々な形で活用いた

だき、県民会議としても公式ポスター、懸垂幕・横断幕、ノベルティ等で活用した。
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海外プレスツアー等の実施による情報発信

三重県全体の情報発信を行うため、公益財団法人フォーリンプレスセンターと連携した海外プレスツアーを３

回実施し、環境、農業、漁業、林業、後継者、女性の活躍等のテーマで幅広く取材していただいた。

また、外務省が海外からメディアを日本に招へいして行った９回のプレスツアーにおいては、その滞在日程中、

サミット開催地に選ばれた三重県への訪問が多く盛り込まれた。

伊勢神宮内宮（伊勢市）

県立相可高等学校（多気町）

サミット会場におけるテロ災害対応訓練（志摩市）

農福連携の取組（名張市）

尾鷲ヒノキの森林（紀北町）

答志島（鳥羽市）
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伊賀流忍者博物館（伊賀市） 伊勢まだい養殖（南伊勢町）

鈴鹿墨（鈴鹿市）

海女漁（鳥羽市）

伊勢根付（伊勢市）

松阪牛のＰＲ （松阪市）
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関西プレスクラブにおける知事講演
（平成28年１月29日）

関宿（亀山市）

日本記者クラブにおける知事会見
（平成27年11月11日）

伊勢神宮のサミット記念植樹場所（伊勢市）

日本外国特派員協会における知事ブリーフィング
（平成27年11月18日）

■ 報道関係者を対象とした知事会見等の開催 ■

伊勢志摩サミットに向けた三重県の取組状況を説明するとともに、サミット開催地に選ばれた三重の魅力を国内外
の報道関係者等に広く発信するため、鈴木知事が説明を行った。
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県内での情報発信イベント

県民の皆さんの伊勢志摩サミット開催の認知度向上を図るとともに、開催機運を盛り上げるため、県内で各種

イベントを開催した。

イオンモール東員でサミット開催200日前イベントを実施（平成27年11月７日、８日）

神嘗奉祝祭へ出展
（平成27年10月14日、15日）

みえリーディング産業展2015へ出展
（平成27年11月20日、21日）

みなとオアシスとばFesta2015へ出展
（平成27年10月31日、11月1日）

ASEAN環境フォーラムin三重を共催
（平成28年２月12日）

美し国三重市町対抗駅伝へ出展
（平成28年２月21日）

伊勢志摩サミット応援Day!へ出展（MieMu無料開放）
（平成28年３月20日、21日）
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伊勢志摩サミット開催記念みえ伊勢志摩フェアに
ペーパークラフト展を出展

（平成28年４月15日から18日まで）

県外での情報発信イベント

県外でも伊勢志摩サミットの開催を広く周知するとともに、三重県、伊勢志摩の魅力ある情報を発信すること

により、県外でのサミットの認知度を向上し、三重県への関心を高め、開催機運の醸成を図った。

三重テラス（東京）での150日前イベント（平成27年12月27日、28日）

三重県立みえこどもの城でサミット開催１ヶ月前イベントを実施（平成28年４月29日）



55

フランス・パリのレセプションでのあいさつ

プレゼンテーション

フランス・パリのレセプションにおける
松阪牛の炙り寿司の提供

三重県ブースでのＰＲ

三重県観光交流会へ出展
（平成28年１月26日） 東京

三重もんづくし！うまいもん おもろいもん 祭！へ出展
（平成28年３月６日） 大阪

伊勢志摩サミット開催100日前記念　三重県フェアへ出展
（平成28年２月13日、14日） 東京

ＪＡ三重マルシェへ出展
（平成28年４月７日、８日） 東京

■ ヨーロッパ訪問（平成 27年７月１日から８日まで） ■

■ ニューヨーク経済セミナー（平成 27年９月28日） ■

海外ミッションの機会等を利用したPR

三重県でのサミット開催をアピールするとともに、三重県の知名度向上を図るため、県が主催する海外ミッ

ションにおいてサミットに関するPRを行った。
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■ タイ訪問（平成 27年11月19日から22日まで） ■

■ 香港・台湾訪問（平成 28年１月19日から23日まで） ■

四日市港セミナーにおける
伊勢志摩サミット紹介動画の上映

イオンストアーズ香港でのＰＲ 台東県と志摩市、伊賀市３者の
自治体間連携覚書（MOU）締結式

PR動画の放映

伊勢志摩サミット開催を契機として、主に都市圏の人々及び訪日外国人をターゲットに、三重県を印象づけ、

興味を持っていただけるように、三重県PR動画を制作し放映した。

ＰＲ動画の一場面
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情報誌の発行

伊勢志摩サミットの開催に向け、国内外の報道関係者及び各国代表団等に、三重県に対する関心を高め、理解

を深めていただくため、三重の多彩な魅力を紹介した２種類の三重県情報誌を日本語版と英語版でそれぞれ作成

し、配布した。

三重県情報誌『CLOSE UP MIE』

三重県情報誌『和〜 THE SPIRIT OF WA〜』
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三重情報館

国内外の報道関係者を通じて三重の情報を世界に発信するための拠点「三重情報館」（英語表記：Exhibition 

of Mie）を国際メディアセンターアネックス内に開設した。

三重情報館では、大型ディスプレイを使った映像・展示物・実演等で、三重の情報を発信した。

（左）四日市萬古焼（右）伊賀焼

（前）松阪木綿（奥）伊勢木綿

大型ディスプレイを活用した映像

■ 伝統工芸品　展示コーナー ■
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■ 先端技術　展示コーナー■

先端技術を取材する国内外の報道関係者

日本酒の振る舞い

鈴鹿墨を使った書の実演

伊勢形紙の実演

■ 実演・振る舞い ■
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忍者ショー

伊賀くみひもの実演

呈茶のおもてなし

海女のトークショー
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■ その他展示ツール ■

■ 外国語案内ボランティア ■

食・日本酒の展示

仮想試着システムを体験する来場者

三重情報館の案内をする人型ロボットPepper

海外報道関係者へ説明する外国語案内ボランティアの皆さん
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三重情報館で取材する報道関係者

■ サミット終了後の国際メディアセンター一般公開 ■

ブリーフィングルーム

政府広報展示スペース

三重情報館

首脳会議で使われたテーブルと椅子を展示
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３　安全な開催に向けた警備の記録

世界各国でテロが頻発し、我が国においてもテロ事件の発生が懸念され、また、サイバーテロやドローンなど

新たな脅威への対応も迫られる中、三重県警察は、全国の都道府県警から応援を受け、愛知・三重両県で約２万

３千人、三重県内では約１万６千人態勢で警備にあたった（人数は警察庁発表）。

海上保安庁や消防等、多数の機関との連携の結果、サミット開催に伴う警備は大きな事件・事故等もなく無事

に終了した。

テロ対策三重パートナーシップ推進会議における
近鉄との合同訓練の様子

名古屋港に入港する警察部隊

待機する警察車両

テロ対策三重パートナーシップ推進会議における
三重交通との合同訓練の様子

出発を待つ警察部隊
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伊勢神宮付近の観光地（おはらい町）を警戒する警察官

伊勢神宮内宮を警戒する警察官

伊勢神宮内宮に到着した安倍総理

伊勢神宮内宮から出発する車列
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伊勢神宮内宮から出発する車列

IMCで不審物件を検索する警察官

国際メディアセンター（IMC）に入る車列

IMC入場ゲートを警戒する警察官

IMCを警戒する警察官
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IMC内を警戒する警察官

交通規制を喚起する横断幕

検問に従事する警察官

IMCアネックスを警戒する警察官

検問の協力依頼看板
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賢島周辺で警戒する警察部隊

高速道路で警戒する警察官

賢島周辺で警戒する警察部隊

賢島周辺で警戒する警察部隊
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賢島臨時警備派出所で警戒する警察官

賢島内で警戒する警察官

賢島駅で警戒する警察官 横山展望台から警戒する警察官
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会議場（志摩観光ホテル）に到着した車列

海上を警戒する警察官



70

フラワーポットの提供を受ける警察部隊

安倍総理を警護する警察官

不審物件を検索する警備犬 記者会見場（賢島宝生苑）を警戒する警察官

P63から70までの写真：三重県警察提供
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賢島周辺海域を警戒中の海上保安官 志摩上空を警戒する海上保安庁ヘリコプター

訓練中の海上保安官 英虞湾内を警戒中の海上保安官

名古屋港に参集した巡視船隊

P71の写真：海上保安庁第四管区海上保安本部提供

海上保安庁による海上警備

四方を海で囲まれた伊勢志摩サミット会場周辺の海上警備に万全を期すため、海上保安庁では全国から巡視船

艇等を派遣するとともに、水深の浅い賢島周辺海域には高速ゴムボート船を投入するなど、近年では最大規模の

警備体制を構築し、海上テロに対する周辺海域の徹底警戒を行った。

英虞湾内に沈む夕日と海上保安官
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消防

サミット開催にあたり、サミット会議場、関係者宿泊施設、国際メディアセンター、空港等における火災等の

未然防止と災害発生時の消防活動に万全を期するため、消防・救急の特別警戒体制を構築し、各国首脳等の安全

を確保した。

県営サンアリーナでの事前消防訓練

志摩観光ホテルでの事前消防訓練

伊勢志摩サミット消防特別警戒部隊結団式
（サンアール磯部）

要人ヘリ警戒（志摩スペイン村第３駐車場） 拠点機能形成車両（賢島宝生苑）
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４　会場・関連施設

志摩観光ホテル ザ クラシック

志摩観光ホテル ザ ベイスイート※1
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国際メディアセンター（IMC）外観

IMC内観

志摩観光ホテル ザ クラブ 賢島宝生苑
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IMC アネックス外観※2

アネックス内
いけばな/ プロジェクションマッピング

アネックス内
政府広報展示スペース

P73から75までの写真：※１は（株）近鉄・都ホテルズ提供、※２は国土交通省提供、それ以外は外務省提供
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